



























I Vしl   -* Iつゆる
のサークルの事務所(｢部室｣と言う)をつくることが許
されている｡
早稲田大学では､ ｢大学公認のサークル｣以外のサークル
をこのようによんでいる｡
そしき
新しく組織をつくること｡会社･学校などの大きな組織を
そうI)-~l
新しくつくる場合は､ ｢創立｣という語を使う｡
けいぎいぷつりこうこくろん
経済学･社会学･文学･物理学などから広告論･アジア研
ひJ:うろん
究･文学評論･コンピュータプログラミングなどまで大小
ぶんやいっばん
の学問分野一般.
｢私/私たちが作って､あなたがいま読んでいるこの雑誌｣
という意味の文章的表現｡同じ意味で｢この新聞｣なら
｢本紙｣､ ｢この本｣なら｢本書｣と言う｡
しゅるいとくちょう
同じ種類のほかのものに見られない特徴があること｡
か蝣~>t'う
ある組織に入っているか､ある仕事についていて現在活動
中であること､またはそういう人｡
｢サークルの幹事長｣というのは､同じサークルのなかま
ふし1人A.>',
(｢部員という｣)から選ばれたそのサークルの代表者である｡
サークルによっては｢部長｣というよびかたもある.
他の大学(自分の大学以外の大学)の学生｡
ある組織が何を目的にして､どういう活動をしなければい
きょうつう
けないかについて､その組織の中の人たちが共通して持っ
ている考え方のこと｡
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｢同じものがほかにない｣ ｢ひとつだけの｣という意味の
文章的表現｡ ｢ユイツ｣と発音されることもある｡
じゅうようがいらいご
｢いちばん重要な｣ ｢中心になる｣の意味の外来語｡英語
の"mam　から｡
｢サ-クルの合宿｣というのは､そのサ-ク)i-の部員が同
と
じところに泊まって､いっしょに練習や研究などの活動を
すること｡
どうぐさが
食べ物も道具もないようなところで自分で食べ物を探し､
道具を作って生活すること｡英語の"survival"からの外来
ふべん
語｡最近は､わざわざ不便な山の中などに行き､そういう
sbsbi
生活をしてみることを､登山やキャンプをするように楽し
む人も多くなってきた｡
夏休みに小学校･中学校などの生徒を集めて､山の中や
V5&IS
湖の近くなどでキャンプをする教育活動｡日海人の大学生
そつぎょうけいけん
は､高校卒業までに何回かの林間学校の経験を搾ってい
;*蝣ォ炭甥ran
る｡同じ活動で海の近くで行うものは｢臨海学校｣とよば
れている｡
一般に考えられるよりもずっとむずかしいということ｡
｢ごほん｣の意味のぞんざいな表現｡漢字は｢鮫｣を使う｡
非常にむずかしいこと､うまくできないことが分かってい
ても､やってみようと決めること｡
｢非常に美しい｣という意味のスラング｡
だいしょうべんとおまわ
｢大小便をする｣という意味の遠回しな表現｡
ふつうちが
考えること､することが普通の人と大きく違っている人｡
かいひ
会費を集めて酒を飲みながら話したり､歌ったりする会｡
英語の"company　から来た学生スラング｡
